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する宮崎たち､あるいは山内らの議論 【8,9】がある｡ また､動的過程に関しては､川崎 ･
榎本らの核成長の議論 【10】があり､2相関の格子弾性歪定数の不一致が系に弾性歪を生
lいわゆるmodulatedstructures と呼ばれるもので以下_本稿では-指して層状捕遠と呼ぶことにする




















p-/drlf(C)+喜(∇C)2. αC(∇･1)+fet] (1 )













我々の扱う場は上で示 したように､変数として組成比 (C)と格子の変位 (u)の2つを





仙 -α∇･u･;(Cll-C12)冒 (孟 ut･)2･ 妄cl12(∇ ･u)2･ ic.1.∑u?j (5)一 I'≠j































を得るO ここで､∇,･≡ ∂/∂x.･である. また､Wについては Cと
(9)
£C- 入∇2lTo-∇2･C2恒 妄Ara∑∇?V,?W･Ag∑st･jV･∇jC (ユ0)
I,∫
2方向による嘆きの違いを表わしておりf4- 0で等方弾性体となる









































【10】方 向 を 鼓 す ｡
また､これ以下の図では､図2の
場合を除きcdLicaLquench.












3)図4は､【10】および【01】方向に垂直な面か ら slleafStTeSSを印加 した場合すなわち､
gSsy--0･225の状況におけるCriticalqlenCh(¢- 1/2)後 の 系 の時間発展の様子である.こ
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研究会報告
4 まとめ
我々は､最近筆者の一人が提案した､異方的弾性体の相分離過程のモデルに対して､主
に数値的な解析を試みたOその結果､金属の相分離過程でしばしば観察される一連のと持
徴的な構造(modula･tedstnLCture)の形成過程がこのモデルによって､再現されること分
かった｡また､その時問発展について､(弾性効果が効かない場合の)保存系の時間発展
別と考えられているil/3別 より緩やかになることがわかった｡
現在までに得られた結果は､系のmo工pl10logyに関する定性的な議論の域を出ない｡し
かしながら､これらの研究は次の意味で興味深い発展性を有 している｡すなわち､系の
morphologyが系の時間発展と強い相関を持っているということである. 例えば図1で表
わされる構造においては､(弾性効果を考慮 しない)相分離と違って､界面が直線的であ
り､曲率に応 じた界面の運動という要素は系の時間発展の駆動力の候補からはずされよ
う｡この場合系の時間発展は拡散とdoma.inの繋替えのよってのみ起動されるように思わ
れる｡ また､図2の系では､domain関の繋替えはほとんど起こ.らず拡散によってのみ時
間発展が進行するようにみられる｡ これらの場合､幾何学的拘束が加わ･1た分､時間発展
が遅 くなる｡また､本稿には収録 していないが､相分離された2相間の弾性定数の違いを
考慮 したmodelにおいては､(本研究会報告での､小貫の稿 flg4,5,6にみられるように)
柔 らかい相がnetwolk状につながるというrLOrL-trivia.1な空間構造が形成される. この場
合､時間発展についても､pa.tte工nの凍結 (freeziltg)などnon-trivialな結果が観察され
系の空間構造と時間発展の密接な関係を示すよい例となっている｡
参考文献
川 A.G.I(laChattlryan,TheoryoJSlr7LCliralTransformalt'onst'nSolids(Jolm Wiley
&Sons,NewYork,1983)aldreLererLCeSquotedthereilt･
[2】J.Gayda･aridD.I.Srolovitz,ActaMetal･37,64=1(1989)･
- 332-
｢パターン形成､運動及びその統計｣
【3】A･Ontlki,J･Phys･Soc･JpA･58,3065,3069(1989)I
[4】A･OAtlki,inFormatf.On,Dynamics,andStalI'sI'csofP叩erns,editedbyK.
xawasaki,M.SⅦ2mkiandA.Onuki,(WorldScienc占,singapore,1990).
[5】Y･OonoandS･Puri,Phys･Rev･A38,434(1988)･
[6]I.W･Cab,ActaMetal･9,795(1961)
lT]JIW･Calm,ActaMetal･10,179(1962)
[8】T･Miyazaki,衣.NaknmuraandlilMori,I.Ma･tef.S°i.14,1827(1979).
[9日I･YamanouchiandD･deFontaine,ActaMetall･27,763(1979)･
[10】E.Xawa5akiandY･ErLOmOtO,PhysicaAlso,463(1988).
[11]五･NishimoriandA･Ormki,toappealirLPlyS･Rev.B,Jtly(1990)
-333-
